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【成⾧・成熟・食性】 

メカジキの寿命は 30 歳以上と考えられている。メカジキは

当歳魚の間に急速に成⾧し 90 cm（15 kg）まで達するが、成

熟するまでは時間がかかる。メカジキは、高齢で雌雄二形（性

的サイズ二型）が見られ、雌は雄より大きく早く成⾧し、遅く

成熟する。200 kg 以上のメカジキはほぼ雌である。体⾧は最

大で 455 cm（LJFL：下顎叉⾧）、体重は最大で 550 kg になる。

南西インド洋における 50％成熟率は、雌は 4～5 歳で 170 cm、

雄は 2～3 歳で 120 cm である。メカジキは繁殖率が高く、1 回

の産卵で何百万もの卵を産卵する。インド洋では、赤道付近の

海域で 3 日に一度春季に継続して産卵していると考えられて

いる（IOTC 2014b）。南半球では、10 月から翌年 4 月にかけ

レユニオン島付近で産卵活動が活発となる。また、インド洋に

おける漁業や調査情報によれば、ソマリア沖とジャワ島沖で春

にまとまった数の成熟個体が発見されているので、この 2 水

域内に産卵場があるのではないかと考えられている（Poisson 

and Fauvel 2009）（図 5）。 

インド洋メカジキの体重・体⾧関係は以下の通り。 

雌：TW = 0.00002409×LJFL2.86630 

雄：TW = 0.00006289×LJFL2.66196 

雌雄両方：TW = 0.00001443×LJFL2.96267 

（TW（全重量）：kg、LJFL：cm） 

メカジキの索餌域はマダガスカル東南部沖合、南アフリカ沖

合域及びオーストラリア西部・南部沖、餌生物は頭足類（特に

イカ類）及び魚類、捕食者は小型歯鯨類とサメ類である

（IFREMER 2006）。 

資源状態 

2023 年の IOTC 第 21 回かじき類作業部会において、統合モ

デル（Stock Synthesis 3：SS3）及びプロダクションモデル（A 

Stock Production Model Incorporating Covariate：ASPIC、Just 

Another Bayesian Biomass Assessment：JABBA）によりインド

洋全域の資源評価が行われた（1950～2021 年のデータを使用）。

SS3 の結果のみ管理勧告に用いられ、現状（2021 年）の資源

状態は乱獲状態でなく、過剰漁獲状態でもない健全な状態（神

戸プロットのグリーンゾーン）であることが示された。 

 

【CPUE 標準化】 

日本のはえ縄 CPUE 

2023 年の IOTC かじき類作業部会では、1979 年から 2021

年までの日本のインド洋はえ縄操業データを用いて、前回

（2020 年）資源評価で用いられたものと同じ仕様でメカジキ

CPUE を標準化した（Matsumoto et al. 2023）。なお、2011 年

の IOTC 第 9 回かじき類作業部会より、4 つのサブエリア（NW：

北西エリア、NE：北東エリア、SW：南西エリア、SE：南東エ

リア）を用いて CPUE 標準化を実施することになっている（図

6）。日本の操業データから次のような特徴が見られた。ログ

ブックデータの形式が 1994 年から変更され、1990 年代の半

ばに、はえ縄漁具の浮き球間の鈎数が増加し、操業船の数も一

時的に落ち込みがみられた。このことから、CPUE 標準化に当

たって、操業データを 1979 年から 1993 年までと 1994 年か

ら 2021 年までの 2 期間へ分割した。さらに、漁場の偏りが顕

著でゼロキャッチ率（漁獲量なしの割合）が高いことを考慮し

て、一般化線形混合モデルを適用する際に、ゼロ過剰ポアソン

モデル（Zero-inflated Poisson model）及び階層ベイズ空間統

計モデル（Bayesian hierarchical spatial model）を適用した。

図 5. インド洋におけるメカジキの産卵域及び索餌域（IFREMER 2006 を改変） 

図 6. メカジキ CPUE 標準化で使用された 4 つのサブエリア 

（IOTC 2023） 
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年、四半期、漁具（一鉢当たり鈎数）、船 ID、漁場（緯度経度

5 度区画）の効果を考慮した。CPUE 標準化モデルのモデル選

択には階層ベイズに用いられる情報量規準（WAIC）を用いた。 

 

標準化 CPUE 及び国・地域による不一致の問題 

2023 年のかじき類作業部会では、日本（4 つのサブエリア

の前期・後期）、台湾（4 つのサブエリア）、南アフリカ及び

ポルトガルの南西エリア、インドネシアの北東エリアの 15 の

CPUE が資源評価に使用された（図 7）。CPUE はエリアによっ

て異なるが、概ね 1994 年から 2000 年代前半にかけて減少、

その後増加傾向を示したが、2015 年頃からは海域による違い

が見られた。南東海域はこの期間日本の CPUE が減少傾向、台

湾の CPUE が若干の増加傾向を示した。インド洋北西エリアで

は 2000 年代中盤以降、日本・台湾の CPUE は共に若干の増加

傾向を示した。北東エリアでは 2010 年以降、日本は急激な増

加傾向を示したが、インドネシアは横ばい、台湾は若干の増加

傾向を示した。南西エリアでは 2000 年代中盤以降、日本は増

加傾向、台湾は減少傾向、EU ポルトガルと南アフリカは横ば

いあるいは若干の減少傾向を示した。南東エリアでは 2000 年

代中盤以降日本の CPUE は若干減少傾向を示したが、台湾は増

加傾向を示した。このように、同じ海域でも複数の標準化 CPUE

の傾向が一致しない問題が残されている（IOTC 2023）。 

 

南西海域 CPUE 

インド洋南西海域で、1990 年代半ばから 2000 年代半ばに

かけ日本と台湾の CPUE が急減した（Fu 2023、Matsumoto et 

al. 2023）（図 7）。この主な原因は、南西海域においてミナミ

マグロを漁獲対象とする台湾のはえ縄船が増加し、さらにレユ

ニオン、スペイン及びポルトガルのメカ縄船が参入し、総漁獲

圧が急増し、資源が悪化したためと考えられる（図 1、付表 1）。

そのため、この海域におけるメカジキ資源状況が懸念されてお

り、IOTC 科学委員会からの求めにより、資源評価はインド洋

全体及び南西海域の 2 海域に対し実施された（IOTC 2011、

2014a、2014b）。しかし、2014 年の IOTC かじき類作業部会・

科学委員会は、インド洋のメカジキを単一系群とみなし、南西

海域だけの資源評価は意味がないので実施不要という勧告を

図 7. 資源評価で使用されたサブエリア別（上から NW:

北西エリア、NE：北東エリア、SW：南西エリア、SE：

南東エリア）のメカジキはえ縄標準化 CPUE（Fu 2023） 

UJPLL pre-1994は、日本のはえ縄前期（1979～1993年）、

UJPLL post-1994 は、日本のはえ縄後期（1994～2021

年）、UTTWLL は、台湾のはえ縄（2005～2021 年）、

UPOR はポルトガルのはえ縄（2000～2021 年）、UZAF

は南アフリカのはえ縄（2004～2019 年）、UIND はイン

ドネシアのはえ縄（2006～2021 年）。 
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した。2015 年の IOTC 年次会合もこれに同意したが、この海域

の豊度指数（標準化 CPUE）は常にモニターするよう科学委員

会に求めた（IOTC 2014a、2014b、2015）。 

 

【資源評価】 

2023 年に 3 年ぶりに漁業データ及び生物パラメータ等を更

新して SS 及び 2 種類のプロダクションモデル（ASPIC、JABBA）

を用いて資源評価を更新したが、管理勧告には SS の結果のみ

採用された。不確実性を考慮して 48 のグリッドアプローチ

（Steepness の 3 つの組み合わせ：0.7、0.8、0.9；2 つの異な

る加入変動；2 つの異なる CPUE の組み合わせ；2 つの異なる

成⾧曲線；2 つの異なる体⾧組成の重みづけ）のうち、47 通り

の組み合わせから資源状態が示された（図 8）。現状（2021 年）

の産卵親魚量（中央値）は、処女資源量の 35％（80％信頼区

間：32～37％）と推定され、MSY 水準より 1.39 倍（80％信頼

区間：1.01～1.77 倍）高くなった。2021 年の漁獲量は 23,237

トンで MSY の推定値 29,856 トン（80％信頼区間：26,319～

33,393 トン）よりかなり低く、2021 年の漁獲死亡係数（中央

値）は、MSY 水準の 60％（80％信頼区間：43～77％）と推定

された。IOTC 科学委員会は、漁獲量は MSY より低く、この漁

獲量水準が維持されれば、2031 年までに MSY 水準の管理基準

値を超えるリスクはかなり低く(SB2031＜SBMSY あるいは

F2031＞FMSY になる確率はともに 1％未満)、将来的に産卵親

魚量の増加が予想され、⾧期間 MSY 水準あるいはそれ以上を

維持することが高い確率で期待されるとした。将来予測は、

2021 年の水準から 40％以上漁獲量が増加しても⾧期的に産

卵親魚量が MSY 水準を下回る確率が 15％であるという結果

を示したが、SBMSY の管理基準値を超える確率を最小にする

ために漁獲量を監視することを考慮すべきであると勧告した。

同科学委員会では、資源量減少が懸念される南部海域のモニタ

リングの強化を勧告した。 

管理方策 

2024 年の IOTC 第 28 回年次会合では本種の MP（管理方式）

が採択された。同 MP に基づき 2025 年の IOTC 科学委員会は

2026～28 年の TAC を 30,527 トンとすることを勧告した。こ

の他、本種を含む管理措置としては、オブザーバープログラム

実施（決議：24/04）、漁獲量・漁獲努力量収集（決議：15/01）、

義務データ提出（決議：15/02）等がある。 
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“2021”の点は、最新年（2021 年）の資源状態（MSY 水準に対する

産卵親魚量と漁獲死亡係数の相対値）を表し、紫の●は過去の軌跡

を表す。灰色の点は不確実性を考慮した場合の現状のばらつきを示

し、コンタープロットは 50、80、95％の信頼区間を表す。 
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メカジキ（インド洋）の資源の現況（要約表） 

世界の漁獲量 

（最近 5 年間） 

2.5 万～3.5 万トン 

最近（2023）年：2.6 万トン 

平均：2.8 万トン（2019～2023 年） 

我が国の漁獲量 

（最近 5 年間） 

353～502 トン 

最近（2023）年：353 トン 

平均：448 トン（2019～2023 年） 

資源評価の方法 統合モデル（SS3） 

資源の状態 

（資源評価結果） 

SB2021 / SBMSY = 1.39 (80％信頼区間：1.01～1.77) 

F / FMSY = 0.60 (80％信頼区間：0.43～0.77) 

 2021 年の資源状態は、乱獲状態ではなく、過剰漁獲状態ではない。 

管理目標 最大持続生産量(MSY) : 約 3.0 万トン 

管理措置 

・管理方式 MP（決議：24/08） 

・資源量減少が懸念される南部域のモニタリング強化 

（2023 年 IOTC 第 26 回科学委員会勧告） 

・オブザーバープログラム実施（決議：24/04） 

・漁獲量・漁獲努力量収集（決議：15/01） 

・義務データ提出（決議：15/02） 

その他は「19. メバチ（インド洋）」参照のこと。 

管理機関・関係機関 IOTC 

最近の資源評価年 2023 年 

次回の資源評価年 2026 年 
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付表 1. インド洋におけるメカジキの国・地域別漁獲量（1950～2023 年；トン） 

IOTC データベース（IOTC 2024）より。2023 年は暫定値。 

 
年 台湾 スリランカ NEI（冷凍） スペイン 日本 インドネシア インド レユニオン セーシェル イエメン その他 総計

1950 0 0 0 0 0 1 29 0 0 0 14 43
1951 0 0 0 0 0 4 23 0 0 0 14 41
1952 0 0 0 0 10 4 23 0 0 0 7 44
1953 0 0 0 0 31 4 23 0 0 0 7 65
1954 15 0 0 0 162 5 22 0 0 0 7 211
1955 47 0 0 0 179 5 25 0 0 0 14 269
1956 90 0 0 0 460 6 23 0 0 0 14 592
1957 100 0 0 0 278 5 21 0 0 0 7 412
1958 100 0 0 0 482 5 21 0 0 0 7 615
1959 100 0 0 0 484 5 21 0 0 0 7 617
1960 100 0 0 0 577 5 22 0 0 0 7 711
1961 200 0 0 0 683 6 22 0 0 0 7 918
1962 200 0 0 0 839 7 22 0 0 0 7 1,075
1963 300 0 0 0 637 7 23 0 0 0 7 974
1964 300 0 0 0 843 7 23 0 0 0 7 1,180
1965 200 0 0 0 1,045 8 23 0 0 0 7 1,282
1966 200 0 0 0 1,118 9 23 0 0 0 10 1,360
1967 200 0 0 0 1,565 9 23 0 0 0 10 1,808
1968 600 0 0 0 1,072 9 23 0 0 0 14 1,718
1969 800 0 0 0 1,147 9 23 0 0 0 14 1,993
1970 1,217 0 0 0 1,192 8 23 0 0 0 33 2,473
1971 918 0 0 0 1,058 8 23 0 0 0 56 2,064
1972 916 0 0 0 938 10 23 0 0 0 80 1,968
1973 638 0 0 0 817 11 25 0 0 0 104 1,595
1974 963 0 0 0 774 30 26 0 0 0 128 1,920
1975 935 0 0 0 786 45 24 0 0 0 399 2,189
1976 867 0 0 0 428 41 25 0 0 0 588 1,949
1977 878 0 0 0 287 45 24 0 0 0 648 1,882
1978 562 0 0 0 915 55 25 0 0 0 834 2,390
1979 1,110 0 0 0 554 116 24 0 0 0 780 2,583
1980 1,257 0 0 0 602 135 134 0 0 0 514 2,642
1981 1,092 0 0 0 756 153 63 0 0 0 595 2,659
1982 1,452 146 0 0 980 193 217 0 0 0 523 3,511
1983 1,910 120 0 0 1,176 161 116 0 0 0 515 3,998
1984 1,725 91 0 0 1,320 169 142 0 0 0 439 3,886
1985 1,988 92 16 0 2,163 174 133 0 0 0 416 4,983
1986 3,271 184 211 0 1,343 138 134 0 0 0 446 5,727
1987 3,894 209 205 0 1,367 172 105 0 0 0 523 6,475
1988 5,675 216 811 0 1,452 229 101 0 0 0 621 9,106
1989 4,208 230 579 0 954 294 127 0 0 0 1,451 7,843
1990 3,947 395 820 0 1,022 278 110 0 0 0 1,648 8,219
1991 4,758 509 900 0 895 323 86 2 0 0 1,542 9,015
1992 9,006 674 1,428 0 1,728 431 148 65 0 0 1,806 15,285
1993 15,345 1,329 4,141 207 1,420 536 202 286 0 0 1,936 25,401
1994 12,454 2,200 3,626 694 2,588 680 178 734 0 0 3,539 26,693
1995 18,261 1,639 5,434 19 1,687 746 207 769 22 0 2,592 31,375
1996 17,620 1,971 7,651 29 2,107 1,247 440 1,336 154 0 3,007 35,564
1997 17,163 2,597 5,474 508 2,772 1,456 415 1,586 328 0 2,965 35,263
1998 16,829 1,840 7,275 1,425 2,241 1,373 690 2,080 241 0 3,583 37,577
1999 14,727 2,206 6,490 2,013 1,539 1,571 636 1,930 315 0 3,984 35,411
2000 15,170 3,440 5,957 983 1,569 1,011 452 1,744 447 0 4,049 34,822
2001 12,929 3,216 3,212 1,860 1,222 1,256 470 1,653 635 0 5,644 32,098
2002 13,434 2,510 3,435 3,502 1,283 1,827 417 800 566 0 5,319 33,094
2003 14,442 2,580 2,583 4,290 1,071 3,304 469 784 1,415 0 6,856 37,792
2004 12,335 3,593 4,914 4,713 1,225 3,436 1,263 957 1,344 0 6,177 39,957
2005 7,546 2,363 5,363 5,079 1,487 2,662 789 1,205 1,269 0 6,707 34,470
2006 6,848 2,868 1,651 5,155 1,805 2,368 1,119 908 876 0 8,539 32,138
2007 5,958 3,225 881 4,796 2,198 2,489 1,179 1,107 968 0 6,634 29,435
2008 4,704 3,193 395 3,925 1,574 2,294 1,327 939 702 0 4,805 23,858
2009 6,316 3,176 1,199 3,307 1,027 2,007 1,369 731 788 0 4,267 24,186
2010 4,449 3,161 1,861 3,116 635 2,908 1,492 1,045 665 0 4,906 24,237
2011 3,460 3,675 292 3,192 576 3,109 1,538 1,094 567 3,700 3,736 24,938
2012 6,108 3,845 902 4,397 619 4,231 944 840 1,223 3,364 3,683 30,156
2013 5,686 5,537 683 4,767 658 4,375 1,926 785 1,175 3,240 4,408 33,239
2014 5,809 4,365 245 4,164 770 2,489 1,849 842 1,005 3,000 5,729 30,267
2015 6,548 5,102 244 3,421 707 4,177 2,262 837 1,647 2,450 6,401 33,796
2016 7,686 4,377 346 3,354 723 1,773 3,863 932 2,017 2,080 5,803 32,954
2017 7,335 9,201 0 2,898 566 1,962 2,463 617 1,738 1,768 6,376 34,922
2018 6,246 8,700 0 1,971 501 982 2,877 677 2,570 1,786 6,495 32,804
2019 5,869 12,096 0 2,097 465 1,876 2,310 828 2,447 1,786 5,481 35,256
2020 4,814 9,656 0 1,602 502 2,150 514 897 1,856 1,786 5,006 28,783
2021 3,639 5,852 0 1,492 473 1,411 1,535 905 1,199 2,105 6,089 24,700
2022 3,959 3,380 0 1,621 447 2,361 2,227 1,002 852 2,420 6,660 24,930
2023 3,385 6,282 0 2,954 353 1,597 1,106 1,099 647 2,420 6,655 26,497
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付表 2. インド洋におけるメカジキの漁法別漁獲量（トン）・組成（％）（1950～2023 年） 

IOTC データベース（IOTC 2024）より。2023 年は暫定値。 

年 はえ縄 流し網 その他 総計 はえ縄  (％) 流し網  (％) その他  (％)
1950 0 16 28 43 0.0 35.8 64.2
1951 0 15 25 41 0.0 37.6 62.4
1952 10 15 18 44 22.9 35.0 42.1
1953 31 15 19 65 47.7 23.8 28.5
1954 177 16 18 211 83.9 7.5 8.6
1955 226 17 26 269 83.8 6.4 9.8
1956 550 17 25 592 92.9 2.8 4.3
1957 378 16 18 412 91.8 3.8 4.4
1958 582 15 18 615 94.7 2.5 2.9
1959 584 16 18 617 94.6 2.5 2.9
1960 677 16 18 711 95.2 2.2 2.6
1961 883 16 18 918 96.2 1.8 2.0
1962 1,039 18 19 1,075 96.6 1.6 1.7
1963 937 18 19 974 96.2 1.8 1.9
1964 1,143 18 19 1,180 96.8 1.5 1.6
1965 1,245 18 19 1,282 97.1 1.4 1.5
1966 1,318 20 23 1,360 96.9 1.4 1.7
1967 1,765 20 23 1,808 97.6 1.1 1.3
1968 1,672 20 26 1,718 97.3 1.2 1.5
1969 1,947 20 26 1,993 97.7 1.0 1.3
1970 2,409 19 45 2,473 97.4 0.8 1.8
1971 1,976 19 69 2,064 95.7 0.9 3.3
1972 1,854 21 93 1,968 94.2 1.1 4.7
1973 1,455 23 118 1,595 91.2 1.4 7.4
1974 1,754 24 142 1,920 91.3 1.3 7.4
1975 1,994 29 166 2,189 91.1 1.3 7.6
1976 1,728 31 190 1,949 88.7 1.6 9.8
1977 1,634 34 214 1,882 86.8 1.8 11.4
1978 2,115 36 239 2,390 88.5 1.5 10.0
1979 2,238 18 328 2,583 86.6 0.7 12.7
1980 2,154 75 413 2,642 81.5 2.8 15.6
1981 2,205 39 414 2,659 82.9 1.5 15.6
1982 2,705 177 630 3,511 77.0 5.0 17.9
1983 3,302 112 584 3,998 82.6 2.8 14.6
1984 3,165 112 610 3,886 81.4 2.9 15.7
1985 4,243 109 630 4,983 85.2 2.2 12.7
1986 4,899 191 637 5,727 85.5 3.3 11.1
1987 5,640 183 652 6,475 87.1 2.8 10.1
1988 8,003 399 704 9,106 87.9 4.4 7.7
1989 6,807 281 755 7,843 86.8 3.6 9.6
1990 7,223 276 720 8,219 87.9 3.4 8.8
1991 8,048 233 735 9,015 89.3 2.6 8.1
1992 14,233 276 776 15,285 93.1 1.8 5.1
1993 24,054 461 886 25,401 94.7 1.8 3.5
1994 25,022 675 996 26,693 93.7 2.5 3.7
1995 29,880 503 992 31,375 95.2 1.6 3.2
1996 33,589 724 1,251 35,564 94.4 2.0 3.5
1997 32,999 882 1,382 35,263 93.6 2.5 3.9
1998 35,662 664 1,252 37,577 94.9 1.8 3.3
1999 33,401 778 1,232 35,411 94.3 2.2 3.5
2000 32,508 1,100 1,214 34,822 93.4 3.2 3.5
2001 29,710 1,119 1,269 32,098 92.6 3.5 4.0
2002 31,071 998 1,025 33,094 93.9 3.0 3.1
2003 35,624 1,226 942 37,792 94.3 3.2 2.5
2004 36,850 1,995 1,112 39,957 92.2 5.0 2.8
2005 31,753 1,646 1,072 34,470 92.1 4.8 3.1
2006 29,387 1,683 1,068 32,138 91.4 5.2 3.3
2007 26,866 1,456 1,114 29,435 91.3 4.9 3.8
2008 20,855 1,563 1,440 23,858 87.4 6.6 6.0
2009 21,174 1,462 1,550 24,186 87.5 6.0 6.4
2010 21,326 1,344 1,567 24,237 88.0 5.5 6.5
2011 17,713 5,556 1,669 24,938 71.0 22.3 6.7
2012 23,386 5,296 1,474 30,156 77.6 17.6 4.9
2013 25,429 5,662 2,148 33,239 76.5 17.0 6.5
2014 20,041 5,845 4,380 30,267 66.2 19.3 14.5
2015 22,520 5,245 6,032 33,796 66.6 15.5 17.8
2016 20,457 6,384 6,114 32,954 62.1 19.4 18.6
2017 19,881 5,859 9,182 34,922 56.9 16.8 26.3
2018 18,412 6,237 8,155 32,804 56.1 19.0 24.9
2019 18,958 6,217 10,081 35,256 53.8 17.6 28.6
2020 15,146 4,136 9,501 28,783 52.6 14.4 33.0
2021 12,677 5,572 6,450 24,700 51.3 22.6 26.1
2022 13,244 7,375 4,311 24,930 53.1 29.6 17.3
2023 14,218 6,155 6,124 26,497 53.7 23.2 23.1


